
第
32
回
作
品
展
開
催
の
ご
案
内

＝
初
出
展
や
ご
家
族
の
作
品
も
大
歓
迎
で
す
＝

今
年
の
作
品
展
は
、
10
月
29
日
㈫
～

11
月
１
日
㈮
、
11
時
～
16
時
（
最
終
日

11
月
１
日
は
15
時
ま
で
）、
場
所
は
Ｊ

Ｔ
Ｂ
本
社
天
王
洲
ビ
ル
３
階
、
労
働
組

合
大
会
議
室
お
よ
び
Ａ
会
議
室
で
開
催

し
ま
す
。

出
展
作
品
は
、
従
来
ど
お
り
、
会
員

ご
本
人
お
よ
び
ご
家
族
の
作
品
を
原
則

と
し
ま
す
。
昨
年
好
評
だ
っ
た
、
プ
ロ

写
真
家
に
よ
る
写
真
作
品
の
コ
メ
ン

ト
・
講
評
も
継
続
す
る
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
て
行
い
ま
す
の
で
、
初
め
て
の

方
も
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
多
く

の
方
の
出
展
を
、
そ
し
て
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ
な
ど
の
目
安

１
．�

絵
画
・
絵
手
紙
＝
６
号
～
10
号
。

額
は
ガ
ラ
ス
な
し
、
ま
た
は
ア
ク

リ
ル
。
仮
額
の
使
用
も
可
。

２
．�

写
真
＝
デ
ジ
タ
ル
・
フ
ィ
ル
ム
写

真
い
ず
れ
も
自
由
。
Ａ
４
サ
イ
ズ

（
デ
ジ
タ
ル
）、
ま
た
は
六
つ
切
り

（
フ
ィ
ル
ム
）。
額
表
面
は
ア
ク
リ

ル
ま
た
は
パ
ネ
ル
張
り
で
、
ガ
ラ

ス
は
不
可
。
１
人
２
点
が
目
安
。

３
．�

書
＝
一
般
住
宅
の
床
の
間
に
飾
る

程
度
。
額
装
は
絵
画
に
同
じ
。

４
．�

川
柳
・
俳
句
＝
短
冊
（
３
６
０
×

60
㎜
程
度
）
に
記
入
。

５
．�

鉢
植
え
・
家
庭
菜
園
＝
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
．�

置
台
展
示
作
品
（
陶
芸
・
手
工
芸
・

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
・
彫

り
物
・
他
）
＝
奥
行
58
㎝
以
内
。

＊
あ
ま
り
大
き
な
作
品
は
展
示
で
き
ま

せ
ん
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。　

申
込
方
法
・
申
込
締
切

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ

さ
い
。
ご
案
内
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、

２
０
１
９
～
２
０
２
３
年
の
作
品
展
に

出
展
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
８
月
頃
、

出
展
要
項
な
ど
の
ご
案
内
を
お
送
り
し

ま
す
。
10
月
４
日
㈮
事
務
局
必
着
に
て
、

ご
案
内
に
同
封
す
る
「
出
展
申
込
書
」

ハ
ガ
キ
を
ご
送
付
く
だ
さ
い
。

作
品
の
搬
入

◎�

直
接
持
参
＝
10
月
28
日
㈪
、
10
時
～

12
時
に
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
天
王
洲
ビ
ル

３
階
Ａ
会
議
室
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◎�

宅
配
便
利
用
＝
10
月
24
日
㈭
、
14
時

～
16
時
の
着
時
間
指
定
で
お
願
い
し

ま
す
。
宅
配
会
社
は
ヤ
マ
ト
運
輸
・

佐
川
急
便
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
品

名
・
ワ
レ
モ
ノ
な
ど
の
記
載
を
お
忘

れ
な
く
。

作
品
の
搬
出

◎�

直
接
持
ち
帰
り
＝
11
月
１
日
㈮
、
15

時
以
降
に
お
願
い
し
ま
す
。

◎�
宅
配
便
利
用
＝
出
展
申
込
書
ハ
ガ
キ

に
そ
の
旨
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

搬
入
の
際
の
包
装
材
を
用
い
て
、
着

払
い
で
返
送
し
ま
す
。

＊
保
険
は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

天
王
洲
ビ
ル
の
入
館
方
法

天
王
洲
ビ
ル
２
階
入
口
よ
り
、
Ｂ
Ｏ

Ｂ
会
会
員
証
を
提
示
し
て
入
館
し
て
く

だ
さ
い
。
会
員
証
を
忘
れ
た
方
は
、
警

備
員
に
作
品
展
訪
問
の
旨
を
伝
え
、
お

名
前
を
記
帳
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
そ
の
他

◎�

飾
り
つ
け
は
10
月
28
日
㈪
、
10
時
よ

り
行
い
ま
す
。
出
展
者
の
皆
様
も
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

◎�

作
品
展
終
了
後
、
関
東
支
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
作
品
の
画
像
を
掲
載
す
る

予
定
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
お
よ
び
相
談
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ

会
事
務
局
ま
で
。

☎
０
３
（
６
２
８
４
）
４
８
７
５

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

︵
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
︶

『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』大
江
戸
ま
ち
あ

�

る
き「
鬼
平
犯
科
帳
」本
所
・
向
島
編

池
波
正
太
郎
さ
ん
の
代
表
作
「
鬼
平

犯
科
帳
」
の
主
人
公
、
長
谷
川
平
蔵
が

活
躍
し
た
数
々
の
現
場
を
訪
ね
る
企
画

で
す
。
今
回
は
、
墨
田
区
が
設
置
し
た

高
札
場
を
中
心
に
、
本
所
・
向
島
界
隈

を
散
策
し
ま
す
。
昼
食
は
向
島
の
「
江

戸
蕎
麦　

僖き

蕎き
ょ
う

」
に
て
蕎
麦
御
膳
を
い

た
だ
き
ま
す
。

期
日　

９
月
24
日
㈫

集
合　

都
営
新
宿
線
菊
川
駅　

10
時

行
程　

�

菊
川
駅
🚶
長
谷
川
平
蔵
・
遠
山

金
四
郎
屋
敷
跡
🚶
長
谷
川
平
蔵

旧
居
碑
🚶
相
模
の
彦
十
の
家
🚶

法
恩
寺
🚶
高
杉
銀
平
道
場
🚶
出

村
の
桜
屋
敷
🚶
大
横
川
親
水
公

園
🚶
業
平
橋
🚶
春
慶
寺
🚶
僖
蕎

🚶
三
囲
神
社
🚶
如
意
輪
寺
🚶
吾

妻
橋
🚶
浅
草
駅
（
15
時
頃
）

　
　

＊
歩
行
距
離
約
６
㎞

定
員　

25
名

会
費　

�

４
０
０
０
円
（
イ
ヤ
ホ
ン
ガ
イ

ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

９
月
13
日
㈮

取
消　

９
月
20
日
㈮
～　

１
０
０
０
円

主
催　

東
京
２
３
倶
楽
部

担
当　

杉
田　

成
次　

�

☎
０
９
０
（
５
８
０
７
）
６
２
２
０

金
沢
八
景
「
歴
史
の
道
」
か
ら

�

金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
‼

中
世
か
ら
風
光
明
媚
な
地
で
、
歌
川

広
重
の
浮
世
絵
で
も
知
ら
れ
た
金
沢
八

景
、
そ
の
今
を
歩
き
ま
す
。

源
頼
朝
が
戦
勝
を
祈
願
し
て
伊
豆
三

島
明
神
を
勧
請
し
た
瀬
戸
神
社
か
ら
、

浄
土
庭
園
が
復
元
さ
れ
た
称し

ょ
う

名み
ょ
う

寺じ

、
現

存
最
古
の
武
家
文
庫
、
県
立
金
沢
文
庫

ま
で
、
歴
史
の
道
を
金
沢
シ
テ
ィ
ガ
イ

ド
協
会
の
ガ
イ
ド
さ
ん
と
巡
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
南
部
市
場
に
向
か
い
、
昼
食
と
買
い

物
を
楽
し
み
ま
す
。

期
日　

９
月
20
日
㈮　

雨
天
決
行

集
合　

京
急
金
沢
八
景
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

金
沢
八
景
駅
🚶
瀬
戸
神
社
🚶
琵

琶
島
神
社
🚶
歴
史
の
道
🚶
称
名

寺
・
金
沢
文
庫
🚶
海
の
公
園
柴

口
駅
❘
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ

ン
❘
南
部
市
場
駅
（
昼
食
）

14
時
頃
解
散

募
集　

20
名
（
最
少
催
行
人
員
10
名
）

会
費　

�

３
５
０
０
円
（
金
沢
文
庫
観
覧

料
・
ガ
イ
ド
・
昼
食
・
保
険
込
）

　
　

＊
交
通
費
は
各
自
負
担

締
切　

９
月
12
日
㈭

取
消　

９
月
18
日
㈬
～　

２
０
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

日
永　

広
子

�

☎
FAX
０
４
５
（
３
０
２
）
９
２
５
６

　
　
　

平
澤　

正
司

�

☎
０
９
０
（
７
９
０
８
）
１
０
８
３

＊
今
回
は
ガ
イ
ド
協
会
の
無
線
ガ
イ
ド

シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た
め
、
必
ず
一

般
使
用
の
片
耳
イ
ヤ
ホ
ン
（
３
・
５
㎜ 

径
／
２
Ｐ
用
）
を
持
参
願
い
ま
す
（
ｉ

Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
専
用
は
対
応
不
可
）。

＊
横
浜
市
敬
老
特
別
乗
車
証
を
お
持
ち

の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。　

10月29日㈫
～11月1日㈮
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古
き
良
き
大
山
の

�

旧
道
散
策
と
能
楽
体
験

江
戸
時
代
か
ら
信
仰
と
行
楽
の
地
、

日
本
遺
産
の
大
山
。
今
回
は
現
代
の
観

光
コ
ー
ス
で
は
な
く
、
往
時
の
参
詣
者

が
歩
い
た
旧
道
を
散
策
し（
下
り
の
み
）、

先
導
師
旅
館
、
玉
垣
、
ま
ね
き
、
身
を

清
め
た
滝
な
ど
を
見
学
。
そ
し
て
、
大

山
阿
夫
利
神
社
社
務
局
に
て
参
拝
、
能

楽
殿
に
て
能
楽
の
講
義
を
受
け
、
い
ざ

体
験
！

昼
食
は
現
在
も
大
山
詣
で
の

「
講
」
を
受
け
入
れ
て
い
る
先
導
師
旅

館
で
、
名
物
の
豆
腐
料
理
で
す
。

期
日　

10
月
18
日
㈮

集
合　

小
田
急
線
伊
勢
原
駅
改
札

　
　
　

�

９
時
30
分
（
10
時
７
分
発
の
バ

ス
に
乗
車
す
る
予
定
で
す
）

行
程　

�

伊
勢
原
駅
🚌
大
山
ケ
ー
ブ
ル
バ

ス
停
🚶
旧
道
散
策
🚶
と
う
ふ
坂

🚶
良
弁
滝
🚶
愛
宕
滝
🚶
坂
東
三

獅
子
🚶
阿
夫
利
神
社
社
務
局
・

能
楽
殿
🚶
旅
館
上
神
崎（
昼
食
）

🚶
社
務
局
入
口
バ
ス
停
🚌
伊
勢

原
駅
（
15
時
20
分
頃
）

　
　

＊
バ
ス
代
は
各
自
負
担

定
員　

20
名
（
最
小
催
行
人
員
10
名
）

会
費　

�

５
０
０
０
円
（
参
拝
祈
祷
料
・

能
楽
講
座
・
昼
食
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
11
日
㈮

取
消　

10
月
15
日
㈫
～　

２
０
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　
　
　

５
０
０
０
円

主
催　

湘
南
倶
楽
部

担
当　

鍛
治　

栄
一

�

☎
０
９
０
（
４
７
４
５
）
８
５
４
１

　
　
　

栗
田　

保

�

☎
０
８
０
（
５
３
８
８
）
９
９
１
６

　
　
　

鷲
澤　

典
子

＊
能
舞
台
で
は
足
袋
を
使
用
し
ま
す
。

お
持
ち
の
方
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
（
貸

し
足
袋
ソ
ッ
ク
ス
あ
り
／
無
料
）。

日
光
世
界
遺
産
巡
り

１
９
９
９
年
12
月
、
世
界
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
日
光
の
社
寺
。
東
照
宮
・
輪

王
寺
・
二
荒
山
神
社
の
う
ち
、
今
回
は

東
照
宮
と
輪
王
寺
を
中
心
に
案
内
人
に

よ
り
詳
し
く
見
学
し
ま
す
。
開
山
以
来

１
２
０
０
年
の
歴
史
を
有
し
、
現
在
の

社
殿
は
１
６
３
６
年
徳
川
家
光
公
が
建

て
替
え
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
も
有
名
な
日
光

の
社
寺
に
つ
い
て
改
め
て
見
聞
を
広
め

る
バ
ス
旅
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

期
日　

�
10
月
７
日
㈪

集
合　

�
Ｊ
Ｒ
高
崎
駅
東
口
（
ヤ
マ
ダ
電

機
本
社
側
）　

８
時
30
分

行
程　

�

高
崎
駅
🚌
道
の
駅
草
木
Ｄ
Ｉ
🚌

東
照
宮
・
輪
王
寺
（
90
分
）
🚌

日
光
カ
ス
テ
ラ
本
舗
（
昼
食
／

栗
お
こ
わ
葵
御
膳
）
🚌
日
光
お

か
き
工
房
🚌
い
ろ
は
坂
・
中
禅

寺
湖
🚌
戦
場
ヶ
原
🚌
道
の
駅
尾

瀬
か
た
し
な
🚌
赤
城
高
原
Ｓ
Ａ

🚌
高
崎
駅
（
19
時
20
分
頃
）

定
員　

20
名

会
費　

�

１
３
０
０
０
円
（
貸
切
バ
ス
・

拝
観
料
・
有
料
道
路
・
昼
食
・

案
内
人
代
・
保
険
込
）

締
切　

９
月
27
日
㈮

取
消　

９
月
29
日
㈰
～　

２
６
０
０
円

　
　
　

10
月
５
日
㈯
～　

６
５
０
０
円

　
　
　

当
日　
　
　
　

１
３
０
０
０
円

主
催　

北
関
東
倶
楽
部

担
当　

須
田　

孝
仁

�

☎
０
９
０
（
１
５
５
４
）
４
４
４
９

秩
父
札
所
巡
り
（
第
７
回
）

今
回
も
１
寺
32
番
法
性
寺
の
み
の
参

拝
に
な
り
ま
す
。
昼
食
後
は
、
小
鹿
野

歌
舞
伎
（
２
０
０
年
前
に
初
代
坂
東
彦

五
郎
が
伝
え
た
江
戸
歌
舞
伎
と
起
源
を

同
じ
と
す
る
）
に
関
す
る
資
料
を
展
示

す
る
小
鹿
野
町
観
光
交
流
館
・
歌
舞
伎

サ
ロ
ン
を
見
学
し
ま
す
。

期
日　

10
月
16
日
㈬

集
合　

西
武
秩
父
駅
改
札　

10
時

行
程　

�

西
武
秩
父
駅
🚌
長
若
中
学
校
前

🚶
法
性
寺
🚶
泉
田
そ
ば
処
元
六

（
昼
食
）
🚌
小
鹿
野
役
場
🚶
小

鹿
野
町
観
光
交
流
館
・
歌
舞
伎

サ
ロ
ン
🚶
小
鹿
野
役
場
🚌
秩
父

鉄
道
秩
父
駅
ま
た
は
西
武
秩
道

西
武
秩
父
駅

　
　

＊
交
通
費
は
各
自
負
担

会
費　

�

４
０
０
０
円
（
昼
食
・
札
所
案

内
人
代
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
２
日
㈬

取
消　

前
日
～　

１
０
０
０
円

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

中
島　

喜
秋

�

☎
０
９
０
（
６
９
３
１
）
０
０
５
５

「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」
で

�

Ｂ
Ｂ
Ｑ
楽
し
さ
い
っ
ぱ
い
！

当
倶
楽
部
と
し
て
は
初
め
て
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
。
大
人
も
子
供
も
手
ぶ
ら
で

Ｏ
Ｋ
、
み
ん
な
集
ま
れ
！

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
後
は
自
由
行
動
で

す
。
自
然
観
察
（
昆
虫
類
・
鳥
類
な
ど

の
観
察
）、
あ
ぐ
り
の
花
屋
（
き
れ
い

な
花
が
買
え
る
）、
食
品
加
工
（
味
噌

作
り
・
漬
け
物
加
工
）、
道
の
駅
で
の

買
い
物
な
ど
が
楽
し
め
ま
す
。
家
族
で

の
参
加
大
歓
迎
！

期
日　

10
月
26
日
㈯　

雨
天
中
止

集
合　

�

東
武
動
物
公
園
駅
改
札

10
時
20
分

　
　

＊�

10
時
40
発
の
路
線
バ
ス
に
て
会

場
の
「
道
の
駅
ア
グ
リ
パ
ー
ク

ゆ
め
す
ぎ
と
」
へ
（
バ
ス
代
片

道
３
３
０
円
は
各
自
負
担
）。

　
　

＊�

現
地
合
流
の
場
合
は
11
時
10
分

ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

定
員　

30
名

会
費　

�

大
人
（
中
学
生
以
上
）

　
　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

　
　
　

小
学
生　
　
　
　

３
５
０
０
円

　
　
　

�

未
就
学
児　
　
　

無
料

（
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
食
材
・
飲
み

物
・
保
険
込
）

締
切　

10
月
11
日
㈮　
　

取
消　

前
日
～　

50
％

　
　
　

当
日　
　

全
額

主
催　

さ
き
た
ま
倶
楽
部

担
当　

野
口
正
太
郎

�

☎
０
９
０
（
２
４
８
７
）
０
１
０
３

　
　
　

針
谷
美
貴
江

�

☎
０
９
０
（
３
９
１
８
）
４
１
８
３

倶
楽
部
だ
よ
り

東
京
２
３
倶
楽
部

『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』

�

銀
座
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
巡
り（
報
告
）

５
月
16
日
、
東
銀
座
駅
集
合
の
18
名

が
、
ま
ず
は
駅
す
ぐ
の
岩
手
銀
河
プ
ラ

参
加
者
募
集
一
覧�

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

実
施
日

内

容

主　

催

9
月

20
日
㈮

金
沢
八
景「
歴
史
の
道
」か
ら
金
沢
シ
ー
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
‼
湘　

南

24
日
㈫
『
街
歩
き
シ
リ
ー
ズ
』「
鬼
平
犯
科
帳
」
本
所
・
向
島
編

東
京
２
３

27
日
㈮

中
山
道
「
蕨
宿
」
へ
行
こ
う

さ
き
た
ま

10
月

7
日
㈪

日
光
世
界
遺
産
巡
り

北
関
東

16
日
㈬

秩
父
札
所
巡
り
（
第
７
回
）

さ
き
た
ま

18
日
㈮

古
き
良
き
大
山
の
旧
道
散
策
と
能
楽
体
験

湘　

南

26
日
㈯
「
ア
グ
リ
パ
ー
ク
ゆ
め
す
ぎ
と
」
で
B
B
Q

さ
き
た
ま

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
募
集
一
覧�

詳
細
は
Ｈ
Ｐ
の
各
倶
楽
部
主
催
ゴ
ル
フ（
募
集
）参
照
。

開
催
日

コ
ン
ペ
名

場　

所

主　

催

8
月

20
日
㈫
第
97
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
盛
夏
杯

多
古
C
C

京　

葉

21
日
㈬
第
１
５
２
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
太
平
洋
ク
ラ
ブ

益
子
Ｐ
Ｇ
Ａ
コ
ー
ス

な
ん
た
い

9
月

13
日
㈮
第
1
3
0
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

水
戸
グ
リ
ー
ン
C
C

山
方
コ
ー
ス

と
き
わ
路

17
日
㈫
第
１
０
５
回
ゴ
ル
フ
会

小
田
原
湯
本
Ｃ
Ｃ

湘　

南

18
日
㈬
第
１
５
3
回
な
ん
た
い
杯
ゴ
ル
フ
皐
月
G
C
鹿
沼
コ
ー
ス
な
ん
た
い

30
日
㈪
第
85
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

霞
台
C
C
筑
波
コ
ー
ス
常　

磐

10
月

8
日
㈫
第
98
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
菊
花
杯

多
古
C
C

京　

葉

11
日
㈮
第
1
3
1
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

茨
城
ロ
イ
ヤ
ル
Ｃ
Ｃ

と
き
わ
路

11
月

1
日
㈮
第
1
0
6
回
ゴ
ル
フ
会

津
久
井
湖
G
C

山
吹
コ
ー
ス

湘　

南

第388号� （2）



ザ
か
ら
、
４
丁
目
の
長
野
シ
ョ
ッ
プ
、

並
木
通
り
か
ら
１
丁
目
の
５
店
舗
コ
ー

ス
の
道
道
へ
、
思
い
出
深
い
ビ
ル
の
様

変
わ
り
に
話
題
も
尽
き
ず
、
ブ
ラ
ブ
ラ

散
歩
を
満
喫
し
ま
し
た
。

各
シ
ョ
ッ
プ
へ
訪
問
時
間
と
人
数
を

前
日
に
連
絡
し
た
と
こ
ろ
、
宣
伝
に
な

っ
て
あ
り
が
た
い
と
の
こ
と
で
、
ホ
ッ

と
し
ま
し
た
。
季
節
の
物
、
懐
か
し
い

土
産
品
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
、
皆
さ

ん
予
定
外
の
買
い
物
を
楽
し
ん
だ
よ
う

で
す
。
短
時
間
で
巡
る
の
で
時
間
が
心

配
で
し
た
が
、
さ
す
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
、
予
定

ど
お
り
に
迷
わ
ず
進
み
、
昼
食
の
レ
ス

ト
ラ
ン
『
サ
ン
ダ
ン
デ
ロ
』
へ
到
着
。

山
形
で
有
名
な
『
ア
ル
ケ
ッ
チ
ャ
ー

ノ
』
の
シ
ェ
フ
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
た

お
店
で
す
。
パ
ス
タ
ラ
ン
チ
は
、
ま
ず

彩
り
も
種
類
も
豊
富
な
野
菜
、
そ
し
て

舌
触
り
が
優
し
い
ス
ー
プ
。
メ
イ
ン
の

パ
ス
タ
は
３
種
類
か
ら
選
べ
、
デ
ザ
ー

ト
の
塩
ジ
ェ
ラ
ー
ト
が
こ
れ
ま
た
美

味
！　

み
ん
な
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ
ん
の
テ
キ
パ
キ
と
し

た
姿
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
に
気
分
よ
く

解
散
と
な
り
ま
し
た
。�

（
橋
本　

記
）

『
花
シ
リ
ー
ズ
』
横
浜
山
手
西
洋
館

�

「
花
と
器
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
」（
報
告
）

好
天
に
恵
ま
れ
た
６
月
５
日
、
石
川

町
駅
に
24
名
が
集
合
。
ま
ず
１
９
７
０

年
代
に
流
行
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
「
ハ

マ
ト
ラ
」（
横
浜
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
）

発
祥
の
元
町
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ス
ト
リ
ー

ト
を
闊
歩
し
ま
し
た
。
エ
ス
カ
レ
ー
タ

ー
で
ア
メ
リ
カ
山
公
園
に
上
り
、
山
手

外
国
人
墓
地
、
バ
ラ
や
紫
陽
花
の
美
し

い
港
の
見
え
る
丘
公
園
か
ら
、
み
な
と

み
ら
い
、
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の
眺
望

を
楽
し
み
、
す
っ
か
り
気
分
は
晴
れ
晴

れ
の
ハ
マ
ッ
コ
で
す
。

そ
こ
か
ら
異
国
情
緒
漂
う
街
並
み
を

歩
き
、
横
浜
山
手
西
洋
館
と
館
内
に
展

示
さ
れ
た
世
界
の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
の
作
品
、
日
本
の
陶
磁
器
の
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

山
手
１
１
１
番
館
、
横
浜
市
イ
ギ
リ

ス
館
を
皮
切
り
に
、
異
国
人
の
集
合
住

宅
山
手
２
３
４
番
館
、
生
糸
商
の
エ
リ

ス
マ
ン
邸
、
エ
リ
ア
最
大
規
模
の
べ
ー

リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
を
次
々
に
見
学
、
最
後

は
山
手
イ
タ
リ
ア
山
庭
園
の
外
交
官
の

家
、
ブ
ラ
フ
18
番
館
ま
で
７
館
を
巡
り
、

開
港
当
時
の
面
影
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ゆ
っ
く
り
散
策
し
た
の
で
、
昼
食
は

少
し
遅
く
な
り
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ

の
楽
し
み
は
横
浜
中
華
街
！　

フ
カ
ヒ

レ
料
理
、
点
心
な
ど
、
海
鮮
か
つ
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
上
海
料
理
で
お
腹
も

大
満
足
の
一
日
で
し
た
。�（
栗
林　

記
）

武
蔵
野
倶
楽
部

家
康
が
造
っ
た
八
王
子
宿
を
巡
る

�

（
報
告
）

５
月
15
日
、
五
月
晴
れ
の
下
、
西
八

王
子
駅
か
ら
八
王
子
駅
ま
で
歩
き
ま
し

た
。
参
加
者
14
名
。

戦
国
時
代
に
八
王
子
統
治
を
任
さ
れ

た
徳
川
家
康
が
、
甲
斐
と
の
国
境
警
備

を
主
眼
と
し
て
街
造
り
を
し
た
痕
跡
を

訪
ね
た
の
で
す
が
、
家
康
の
八
王
子
と

旧
武
田
家
と
の
深
い
関
係
性
を
知
り
ま

し
た
。
家
康
の
右
腕
と
し
て
活
躍
し
た

「
天
下
の
総
代
官
」
こ
と
大
久
保
石
見

守
長
安
も
、
治
安
維
持
と
国
境
警
備
の

任
を
帯
び
た
八
王
子
千
人
同
心
も
旧
武

田
家
家
臣
で
し
た
。
さ
ら
に
、
武
田
信

玄
の
息
女
で
、
武
田
家
滅
亡
時
に
甲
斐

か
ら
八
王
子
に
逃
れ
た
松
姫
は
、
八
王

子
で
活
躍
す
る
武
田
家
遺
臣
達
の
精
神

的
支
え
で
し
た
。

甲
州
街
道
に
沿
っ
て
八
王
子
市
街
に

入
る
と
、
歌
手
ユ
ー
ミ
ン
の
生
家
荒
井

呉
服
店
や
絹
織
物
会
館
、
花
街
の
中
町

黒
塀
界
隈
な
ど
、
か
つ
て
絹
織
物
で
栄

え
た
「
桑
都
」
の
賑
わ
い
が
現
代
に
も

息
づ
い
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
フ
ォ
ト
日
記
を
関
東

支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご
笑

覧
く
だ
さ
い
。�

（
山
田　

記
）

な
ん
た
い
倶
楽
部

カ
ル
チ
ャ
ー
バ
ス
旅
「
南
摩
ダ
ム
見
学
・

�

鹿
沼
散
策
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」（
報
告
）

６
月
26
日
、
首
都
圏
の
水
不
足
解
消

な
ど
重
要
な
役
割
を
担
う
、
建
設
中
の

南
摩
ダ
ム
見
学
、
鹿
沼
の
古
刹
散
策
、

当
倶
楽
部
初
め
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を

楽
し
む
予
定
で
し
た
が
、
告
知
不
足
な

ど
の
た
め
集
客
不
足
と
な
り
、
残
念
な

が
ら
催
行
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
の
機
会
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

（
船
山　

記
）

同
好
会
だ
よ
り

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

６
月
の
互
選
句

６
月
の
題
は
「
道
」

散
歩
道
い
つ
も
見
る
人
見
ぬ
不
安

�

手
塚　
　

実

マ
ス
ク
取
り
樹
の
香
を
吸
お
う
森
の
道

�

竹
田　

圭
子

散
歩
道
春
・
夏
・
秋
と
変
わ
る
花

�

荒
井　

春
雄

ド
ラ
イ
ブ
の
疲
れ
を
い
や
す
道
の
駅

�

丸
木　

正
登

高
速
道
村
の
過
疎
化
に
拍
車
か
け　

�

横
山　

信
之

�

（
手
塚　

記
）

皐
月
会
（
俳
句
）

７
月
の
互
選
句

７
月
の
兼
題
「
自
由
」

方ほ
う

円え
ん

の
水
に
従
う
金
魚
か
な

�

高
宮　

澄
子

さ
る
す
べ
り
木
肌
冷
や
り
と
極
楽
寺

�

富
岡　

遊
生

掃
除
機
に
吸
い
こ
ん
で
ゆ
く
蝉
し
ぐ
れ

�

森
木　

茂
子

短た
ん

冊ざ
く

の
願
い
あ
ふ
る
る
天
の
川

�

田
中　

君
子

黒く
ろ

南は

風え

に
集
団
疎
開
の
鳥
の
群
れ

�

大
庭　

英
雄

菊

の

会

菊
の
会
の
終
生
（
後
編
）

《
７
月
号
の
前
編
よ
り
続
く
》

平
成
20
年
に
は
、
信
濃
町
の
社
員
ク

ラ
ブ
が
廃
止
さ
れ
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
館
と
な

っ
て
、
関
東
支
部
の
活
動
場
と
も
な
り

ま
し
た
。
こ
こ
は
結
婚
式
場
と
し
て
も

利
用
さ
れ
、
社
員
の
方
々
の
甘
い
カ
ッ

プ
ル
が
将
来
を
誓
っ
て
お
り
ま
し
た
。

こ
の
会
館
で
の
「
菊
花
展
」
は
、
狭

い
な
が
ら
も
入
口
廊
下
に
い
く
ら
か
ゆ

と
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
ど
う
に
か

飾
り
付
け
が
で
き
、
少
し
で
も
菊
花
が

引
き
立
つ
よ
う
に
と
背
後
に
よ
し
ず
を

取
り
付
け
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
例
に

よ
っ
て
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
増
や
す
お
気
遣

い
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

平
成
23
年
に
は
、
池
袋
の
ビ
ル
の
呼

称
が
Ｊ
Ｔ
Ｂ
南
池
袋
ビ
ル
と
な
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
な
部
署
が
集
ま
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
・
関
東
支
部
も
こ
ち
ら

に
移
転
し
、「
菊
花
展
」
の
場
所
も
ま

た
こ
ち
ら
に
戻
り
ま
し
た
。

平
成
27
年
頃
に
な
る
と
、
様
々
な
事

情
で
メ
ン
バ
ー
が
減
っ
て
、
飾
り
付
け

高知ショップにて（竜馬がいます）

外交官の家のバラ園にて

松姫ゆかりの信松院観音堂前にて
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も
寂
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
各
人
が

持
ち
寄
る
菊
花
の
本
数
も
少
な
く
な
り
、

飾
り
棚
の
設
営
に
も
苦
労
し
ま
し
た
。

令
和
元
年
に
は
、
こ
の
周
辺
の
再
開

発
で
ビ
ル
全
体
が
対
象
に
な
る
と
の
こ

と
で
、
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
は
上
野
御
徒
町
の
現

在
の
ビ
ル
に
移
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
菊
花
展
」
に
か
か
る
用
具
類
は
、
メ

ン
バ
ー
全
員
で
荷
造
り
し
、
荷
物
の
個

数
を
池
袋
と
天
王
洲
の
発
着
共
に
チ
ェ

ッ
ク
し
て
無
事
に
移
し
終
え
ま
し
た
。

そ
の
年
は
「
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
作
品
展
・
菊

花
展
」
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
本
社
天
王
洲
ビ
ル
で

開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
頃
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染

が
広
が
り
、
作
品
展
も
実
開
催
で
は
な

く
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
開
催
に
変

更
と
な
り
ま
し
た
。
菊
の
会
と
し
て
も

「
菊
花
展
」
は
で
き
ず
、
わ
ず
か
な
本

数
で
作
品
展
に
出
品
す
る
形
と
な
り
ま

し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
こ
ん
な
ふ

う
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昨
年
末
の
第
５
回
例
会
と

今
年
３
月
の
臨
時
例
会
で
話
し
合
い
を

し
た
結
果
、
菊
の
会
の
メ
ン
バ
ー
数
や

出
品
で
き
る
菊
花
の
本
数
な
ど
の
状
況

か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
一
年
を
振

り
返
っ
て
」、「
臨
時
例
会
の
あ
ら
ま
し
」

と
し
て
詳
し
く
掲
載
し
た
と
お
り
、
本

年
令
和
６
年
を
も
っ
て
、
同
好
会
活
動

を
取
り
止
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

43
年
間
、
ご
支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
員
だ
よ
り

最
後
に
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
！

�

常
磐　

矢
代　

秀
雄

古
き
良
き
時
代
の
旅
行
記
を
披
露
し

ま
す
。
１
９
９
０
年
ト
ラ
ベ
ラ
イ
フ
25

の
旅
行
券
を
も
と
に
、
翌
年
１
月
２
日

「
パ
レ
ッ
ト
フ
リ
ー
プ
ラ
ン　

ロ
ン
ド

ン
・
ロ
ー
マ
・
パ
リ
10
日
間
」
を
利
用

し
、
家
族
４
人
ロ
ン
ド
ン
に
旅
立
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
は
市
内
と
ハ
ン
プ
ト
ン
コ

ー
ト
を
観
光
。
４
日
目
、
ロ
ン
ド
ン
か

ら
ミ
ラ
ノ
経
由
ロ
ー
マ
へ
ア
リ
タ
リ
ア

航
空
（
Ａ
Ｚ
）
で
移
動
。
当
日
搭
乗
時

に
係
員
か
ら
ミ
ラ
ノ
空
港
は
濃
霧
の
た

め
フ
ラ
イ
ト
が
乱
れ
て
い
る
よ
う
だ
と

言
わ
れ
た
が
、
ケ
セ
ラ
セ
ラ
の
心
境
で

乗
り
込
む
。
案
の
定
到
着
が
遅
れ
、
大

急
ぎ
で
Ａ
Ｚ
国
内
線
カ
ウ
ン
タ
ー
に
走

っ
た
も
の
の
乗
継
便
に
は
間
に
合
わ
ず
。

カ
ウ
ン
タ
ー
前
が
混
雑
し
て
い
た
た
め
、

参
加
者
最
年
長
の
私
が
全
員
の
航
空
券

を
集
め
係
員
に
一
括
提
出
（
私
達
家
族

以
外
は
20
代
の
若
者
）。
結
果
、
私
達

家
族
を
含
む
13
人
が
先
発
、
12
人
が
後

発
と
な
っ
た
。
幸
い
現
地
在
住
の
日
本

人
が
隣
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
い
た
の
で
、

残
り
の
人
達
が
次
の
便
に
乗
れ
る
よ
う

託
し
搭
乗
口
に
向
か
っ
た
。
そ
し
て
私

達
の
搭
乗
機
が
ロ
ー
マ
の
空
港
到
着
後
、

荷
物
受
取
場
に
行
く
と
預
け
た
荷
物
は

全
て
出
て
こ
ず
、
紛
失
手
続
を
行
う
。

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
後
発
組
が

到
着
。
後
発
組
荷
物
も
全
て
ロ
ス
ト
。

同
様
の
手
続
後
、
全
員
揃
っ
て
到
着
出

口
に
進
み
、
現
地
ガ
イ
ド
の
出
迎
え
を

受
け
ホ
テ
ル
に
向
か
っ
た
。
こ
う
し
て

ホ
テ
ル
到
着
が
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
に
加
え
、
あ
い
に
く
こ
の
日
は

イ
タ
リ
ア
の
祝
日
の
た
め
商
店
は
休
み
。

当
座
必
要
な
物
は
何
も
買
え
ず
。
ホ
テ

ル
近
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
夕
食
を
と
っ

た
後
、
着
の
身
着
の
ま
ま
就
寝
。
紛
失

し
た
荷
物
は
、
翌
日
22
時
過
ぎ
に
よ
う

や
く
届
け
ら
れ
た
。

６
日
目
、
ロ
ー
マ
か
ら
パ
リ
へ
Ａ
Ｚ

航
空
で
移
動
。
パ
リ
で
は
市
内
と
ベ
ル

サ
イ
ユ
宮
殿
を
観
光
。
９
日
目
、
パ
リ

か
ら
ロ
ン
ド
ン
経
由
成
田
へ
帰
国
の
途

に
つ
く
。
こ
の
時
、
後
で
と
ん
で
も
な

い
サ
プ
ラ
イ
ズ
が
起
る
と
は
知
る
由
も

な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
乗
継
便
英
国

航
空
（
Ｂ
Ａ
）
の
指
定
座
席
に
向
か
う

と
、
座
席
が
ビ
ジ
ネ
ス
ク
ラ
ス
に
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

参
加
者
全
員
欣
喜
雀
躍
『
さ
す
が
Ｊ
Ｔ

Ｂ
』
の
声
が
上
が
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
応
援
運
動

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

５
月�

敬
称
略

◆
旅
行
（
出
発
分
）◆

五
十
嵐
雪
雄	

石
川
尅
巳	

市
川
佐
知
子

今
岡　

真	

大
塚
恭
子	

荻
島
勝
美

小
曽
根
利
文	

尾
野
通
男	

小
林
富
子

小
見
山
進	

鈴
木
栄
一	

鈴
木
和
子

田
沼
令
子	

寺
門　

忍	

戸
倉　

高

富
澤
好
乃	

矢
部
和
郎	

和
田
重
幸

渡
辺
千
枝

◆
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト
◆

岩
瀬
正
夫	

木
次
昌
紀	

塩
野
ま
す
み

鈴
木
茂
芳	

中
島
嘉
秋	

中
村
雄
征

栁
田
満
一	

山
村
憲
輝	

行
平
武
雄

新

入

会

員

を

ご

紹

介

し

ま

す

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
に
新
た
に
入
会
さ
れ
た
２

名
の
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〈
６
月
〉

大
田
区　
　
　
　
　

花
田　

欣
也
さ
ん

（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

市
川
市　
　
　
　
　

久
保
田
真
人
さ
ん

（
京
葉
倶
楽
部
）

お

知

ら

せ

地
区
倶
楽
部
の
支
部
連
絡
担
当
者
紹
介

今
年
度
の
支
部
連
絡
担
当
者
が
決
ま

り
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

○
東
京
２
３
…
…
…
岩
月　

光
司
さ
ん

○
武
蔵
野
…
…
…
…
山
田　

武
久
さ
ん

○
湘

南
…
…
…
…
平
澤　

正
司
さ
ん

○
さ
き
た
ま
…
…
…
小
曽
根
利
文
さ
ん

○
京

葉
…
…
…
…
永
作　

房
江
さ
ん

○
常

磐
…
…
…
…
倉
持　

忠
彦
さ
ん

○
北
関
東
…
…
…
…
鈴
木
総
一
郎
さ
ん

○
に
い
が
た
…
…
…
小
林　
　

博
さ
ん

○
な
ん
た
い
…
…
…
船
山　

里
子
さ
ん

○
と
き
わ
路
…
…
…
池
田　
　

勇
さ
ん

支
部
連
絡
担
当
は
２
０
２
２
年
に
設

け
ら
れ
た
役
職
で
、倶
楽
部
活
動
内
容
・

会
計
等
の
支
部
へ
の
報
告
、運
営
資
金

の
受
け
渡
し
等
を
担
い
ま
す
。

２
０
２
４
年
度
会
費
引
き
落
と
し

９
月
10
日
㈫
に
ご
指
定
の
口
座
か
ら

今
年
度
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
会
費
５
０
０
０
円

を
口
座
振
替
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

お
手
数
で
す
が
、
予
め
残
高
の
確
認

を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
例
年
４
月
に
行
わ
れ
る
会
費

引
き
落
し
が
こ
の
時
期
に
な
り
ま
し
た

こ
と
に
つ
き
ま
し
て
は
、
支
部
だ
よ
り

７
月
号
に
同
封
の
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
会
長

名
の
書
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
夏
季
休
業

８
月
10
日
㈯
～
18
日
㈰
の
間
、
Ｂ
Ｏ

Ｂ
会
事
務
局
は
夏
季
休
業
と
な
り
ま
す
。

訃

報

飯
野　

保
男
さ
ん　
（
80
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
３
月
15
日

染
谷　

政
男
さ
ん　
（
86
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
５
月
25
日

田
嶋
美
枝
子
さ
ん　
（
68
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
５
月
29
日

小
林　

宗
一
さ
ん　
（
84
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
８
日

高
久　

紘
一
さ
ん　
（
82
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
13
日

金
子　

健
一
さ
ん　
（
93
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
23
日

渡
邉　
　

正
さ
ん　
（
98
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
６
月
29
日

藤
田　

邦
雄
さ
ん　
（
89
歳
）

　
　
　
　
　

令
和
６
年
７
月
３
日

謹
ん
で
心
か
ら

�

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

 ◎
本
部
・
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

�

閲
覧
コ
ー
ド

ユ
ー
ザ
ー
名
＝
ｊ
ｔ
ｂ
ｏ
ｂ
ｏ
ｇ

パ
ス
ワ
ー
ド
＝
２
４
３
１
９

本
部
Ｈ
Ｐ
の
会
員
向
け
掲
示
板
、
お
よ

び
支
部
Ｈ
Ｐ
の
Ｊ
＇ｓ 

Ｍ
ａ
ｇ
ａ
ｚ

ｉ
ｎ
ｅ
や
訃
報
、
同
好
会
だ
よ
り
、
支

部
だ
よ
り
な
ど
を
閲
覧
す
る
際
に
必
要
。

◎
関
東
支
部
だ
よ
り
９
月
号
は
休
刊
。

昨年旅したセドナのエアポート・メサ
にて（アメリカ・アリゾナ州）

第388号� （4）

2024/1/1 388 2024 令和 6 1 1


